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内田 一樹 新連載 

右も左も分からぬまま、現勤務校で

ある自由の森学園で働くために埼玉県

に来て 4年の月日が流れました。初め

ての担任クラスが今度の 4月で高校３

年生になります。 

１巡目も終わる節目の年ですが、新

しくこのマガジンで執筆を始めました。

この間社会科の授業実践者として対人

援助学と社会科教育をつなげていきた

いという野心のもと様々な実践を試み

てきました。社会科として振り返る場は

たくさんありましたが、対人援助学とい

う視点から振り返る場はありませんでし

た。このマガジンを通して、まずはこの

野心をもっときちんとした言葉で表現で

きるようになりたいなと思っています。 

 

社会科の授業を 

対人援助学の視点から 

P289～ 

來須（らいす）真紀 新連載 

新連載です。できるかな？できるの

か？私？できるでしょう？やってみようか

な？よし、やってみよう。と、飛び込ませて

いただきました。なるべく長く続ければと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。    

私は広島市で小学校の教員をしていま

す。今は算数の専科をしていて３～６年の

算数を担当して研修部の部長もさせても

らっています。担当しているといっても、実

は私、算数や授業研究の分野がとても苦

手なんです。高校の数学では、赤点の連

続…。大学の統計学では不可に次ぐ不可

という苦手ぶりです。 

しかし、私の強みはこの苦手ということ

でして、苦手だからこそ、子どもたちのつ

まずきそうなところも感覚的になんとなく分

かるし分からないときの気持ちも想像しや

すく思います。子どもたちにもこのことはカ

ミングアウトしており、「先生の計算ほどあ

てにならないものはないからねえ。」なん

て言いながら授業しております。(数学研

究室出身の若い同僚に「僕の弱点は、数

学が得意すぎて数学が苦手な人の気持ち

が分からないことなんですようねぇ。」なん

て言われて、本気で落ち込んだりするの

ですが)「弱みは最大の武器になる」ここ数

年で見つかった私の中の一つの成果で

す。 

本音は生徒指導や教育相談をずっとや

りたくて自分なりに勉強をしてきました。校

内人事は、そんなことはお構いなし。算数

担当や教科研究、近年に至っては研究主

任の担当ばかり任命されてきました。ここ

最近は、若い人を担任にするから若い人

育成とサポートに回ってほしいと言われ、

(単学級、学年各 1 クラスの学校の宿命で

すかね…)担任ももたせてもらえず毎年４

月の校内人事はがっかりでした。 

今となっては、ありがたい修行をさせて

もらえたのだと感謝しています。長―い目

で私を育ててくださった皆様。本当にあり

がとうございます。おかげで私は、ここに

辿り着くことができました。そして、みなさ

ん、どうぞよろしくお願いいたします。 

教室の窓から 

P２８６ 

山本 竜司 連載二回目 

１月、全国的に大雪に襲われた時期に、

山陰地方にフィールドワーク（調査研究）

に行ってきました。大雪の合間を縫って、

奇跡的に現地入り・帰還できました。交通

機関がストップした一面の雪景色の中、土

地勘のない地域をひとり徒歩移動。人見

知り（自称）の私ですが、２日間で７人の社

会教育主事にインタビュー調査を行いまし

た。新たな知は、対話から生まれるものだ

とあらためて実感した旅でした。心を動か

すのは、かならずしも客観的な知ではなく

て、主観的な知なのかもしれません。 

社会教育の周縁 

Ｐ２７９ 

中谷 陽輔 連載二回目 

連載 2 回目、無事に原稿を書き終えま

した。自分が普段考えていることを、事実

ベースで出来るだけわかりやすく書き起こ

そうと思っているのですが、考えているだ

けのことと実際に行動する（この場合は書

いて文字化することですが）ことは、やは

り違うなぁと感じています。 

 「知行合一」じゃないですが、そのギャッ

プを埋められることを、自分の 2023 年の

テーマにしていこうと思います。 

なお、連載初回の対人援助学マガジン第

51 号では、拙稿（pp316-318）に続いて、

「特別連載 家族面接の実践から里親家族

支援を考える その 1 ジェノグラムフリート

ーク」（pp319-325）のコメンテーターとして、

ダブル出演させていただきました。貴重な

機会をいただいたこと、この場を借りて御

礼申し上げます。 

 ちなみに前回の拙稿末に、プロフィール

として何の気なしにこれまでゆるゆる書い

ていた Blogのリンクを載せたら、月間で数

回あるかどうかだった PV（Page View）が、

数百回ほどに爆増していました。間違いな

く、対人援助学マガジンの影響力かと存じ

ます。 

 そんな影響力と器の大きな対人援助学

マガジンに寄稿させていただけることに感

謝しつつ、そしてつい先週、息子が初めて

のインフルエンザになって家庭内パンデミ

ックに戦々恐々としていた自身の器の小さ
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さに負けず（今日、1 週間ぶりに保育園に

行きました・・！）、引き続き励んでいきた

いと思います。よろしくお願いいたします。 

コソダテノシンリ 

P２８１ 

櫻井 育子  

最近、馬に乗った。馬は優しい、とよく

言われるが本当にそうだった。おとなしい。

あんなに大きいので、蹴られたら大怪我ど

ころで済まなそうなのだが、馬と人の関わ

りの歴史は本当に長く、人と共に生きるこ

とがDNAに組み込まれているのだという。

一方で人間はいまだに傷付け合い、戦争

を繰り返している。 

今回訪れた南相馬市の「野馬追」の行

事は、まさに戦争に勝つための軍事練習

から始まったお祭りである。人間の都合で

たくさんの馬がなくなったことも彼らの歴史

の中には刻まれているにもかかわらず、

彼らはとても穏やかである。同時にその穏

やかさはある種の諦めなのかもしれない、

とも感じた。わたしたちはなにかを諦め、

なにかを手放す。でも諦めないもの、手放

さなかったものだけが、自分の形を作って

いるのかもしれないな、と馬の背中で気が

ついたことがあった。 

 

わたしはここにいる 

Ｐ２７７～ 

鳴海 明敏  

県庁職員を定年退職した翌月に新規開

設された、情緒障害児短期治療施設（現

在は、児童心理治療施設）の園長を引き

受けてから、１３年目に入っています。 

学園の各部屋には、それぞれ愛称がつ

けられています。職員室は「ほしぞら」、事

務室は「あさひ」、医務室は「はるかぜ」、

相談室は「こなゆき」という具合です。二階

の子どもたちの居室には、オリオン、シリ

ウス、タイタンなどの名前がついていま

す。 

この施設の開設を決意し建物を建て、

私を園長に呼んでくれた当時の理事長

の、夢や希望が込められているような気

がしています。 

園長室には「こかげ」という名前がつけ

られています。ということで、サブタイトル

は「こかげのにちじょう」とします。紹介す

る子どもたちについては、それなりのカモ

フラージュを施しています。 

毎月１回１０人くらいの仲間と、土曜日

の午後３時間くらいフォーカシングを練習

する集まりを続けている。２月の集まりが

１９０回目だった。 

以前は、誰かが希望してフォーカサー

になり、そのフォーカサーが指名した相手

と１５分程度のセッションをし、それをギャ

ラリーが観察して、終わったら皆でシェア

リングをするという流れだったが、最近

は、３～４人のグループに分かれて、それ

ぞれインタラクティブフォーカシングをする

ことが多くなった。 

オーソドックスなフォーカサーとしてフォ

ーカシングを体験するよりも、インタラクテ

ィブフォーカシングの話し手の方が、皆さ

ん取り組みやすいようだ。 （了） 

ここ数年朝はパン食なのだが、最近「豆

苗」に目覚め、毎食サラダを食べている。 

児童心理治療施設の園長室から 

～こかげのにちじょう～ 

P275～ 

高木 久美子  

東海地区遷延性意識障害者と家族の

会「ひまわり」でのヨミトリ君体験プログラ

ムが順調に拡大中です。ご参加者の熱意

で盛り上がっていてとても嬉しいです。意

思伝達装置ヨミトリ君だけでなく、ご家族

や支援者の中で現在 5 名の方が書字介

助ヨミトリ（指談）にも挑戦していて成果を

あげています。当事者の方々の喜びの笑

顔が何よりの励みです！ 

ヨミトリとヨミトリ君でご一緒しましょ！

Ｐ２６９～ 

きむら あきこ  

昨年の１０月に放送大学に入学しまし

た。生涯学習のつもりです。11 月には中

間テストのような存在の課題があり、今年

の 1月には、単位認定試験がありました。

前期目標としていた 15 単位、無事合格す

ることができました。 

放送大学は、インターネットでも視聴す

ることができ、様々な学習科目を学ぶこと

ができます。社会人経験があるからこそ、

理解がスムーズになる科目も多々ありま

す。知識が広がることをとても楽しく感じて

います。今年はもう一つ、挑戦したいこと

があります。挑戦できたら、また近況報告

したいです。 
かぞくのはなし 

Ｐ２６６～ 

原田 希 

3 月末まで 1 年間、前年生産量から 5%

ダウンさせる生産抑制がんばりました。抑

制をがんばるって変だけど、農協や買取

先の乳業メーカーが言うとおりにやりまし

た。牛を減らすための努力というのは本当

に不毛です。気分までも抑制される生活

があと５年も続くのか…離農も増えそう…

と深いため息。ただ、焦点を牛の健康に

合わせて動いた甲斐はあって、いま残っ

ている牛はみんなツヤツヤでビュッとして

います。どんな時も牛には励まされるなぁ。

牛も家族も元気ならいっか！4月からの新

期にも立ち向かいます。 

原田牧場Note 

P２０９～ 

野中 浩一   

1 か月前の大雪。島根も例年よりも長ら

く冷え込み、除雪されている大通りを車で

1 つ曲がると積雪 4～50 センチの小道が

続く。車の足をとられて身動きがとれず、

家まで 1分くらいの距離で何度も下車して

雪をかき、また数メートル進むと動けなく

なり雪をかき。 

 そんなマイナス 5℃の灰色世界の中、夕

方の病院の駐車場でバッテリー上がり。

いつもオート点灯にしているライトが 1 段

階切り替わっていたことに気付かなかった

痛恨の失敗。灰色の空と真っ白に凍りつ

いた地面、天候は吹雪。普段は人の行き

来が多い病院の駐車場も人一人通ってお

らず、広々とした駐車場に動いているもの

は自分のみ。寂寞を感じながらロードサー

ビスを待つ。 

 ロードサービスが到着。1 時間ぶりに見
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る動く車と動く人。ほっとして車から吹雪の

世界に踏み出したときに携帯が鳴った。

東京 03局番からの着信。反射的に出ると

「〇〇広告っすけど、今どんな広告を使っ

てますか。」と若い男性の声。「すいません。

今出先で、吹雪でゆっくり話せないのでま

たにさせてください。」と伝えると、「え、ま

だ雪降ってるんすか？」と一言。瞬間、男

性の配慮のなさと軽薄な言葉遣いにイラ

っとした感覚がこみ上げるとともに、私が

20 代前半に池袋でテレフォンオペレータ

ーをしていた頃のオフィスが脳裏に浮かび、

「今東京は雪降ってないのか、まあそうか

もな」という隔世の感も去来。 

 安部公房「獣たちは故郷を目指す」の満

州の果てしない雪原ではなく、ロードサー

ビスが駆けつけてくれる島根の凍り付い

た駐車場で良かったと思えた瞬間でした。 

「島根の中山間地から Work as Life」 

P２５７～ 

畑中 美穂  

娘と出かけたお寺で写経をした。過去

に一度経験はあるが特に印象には残って

いない。日ごろから毛筆に馴染みはなく、

小学生の頃の習字教室は友だちが通って

いたからという理由で習っていてモチベー

ションは低かった。先生の家の前にある某

大学の古い洋館が好きで、美しい造形を

ながめたり敷地で遊んだりしたことを思い

出す。 

さて今回はお寺に納経した後、なぜか

ハマってしまい細々と続けている。一時に

全文が書けない時もあるが、数行でもすっ

と高い集中状態に入り込み、心が平らか

に感じられる。何度も書くうちに部分的に

諳んじられるようにもなっているが、宗教

心や字の上達といったところとは無関係

に、“続ける”ということさえ目標にせず、

赴くままに楽しむのもいいかなと思う。そう

いえば芸術大学の書道の先生のワークシ

ョップで、筆を手作りして文字を書いたこと

があった。蒼い絵の具で「波」と描いた時、

「うわぁ！」と思わず声が出て感動した。

“あそぶ”なかで文字を書く贅沢を、いっと

き、味わってみたいと思う。 

一語一絵 

P２４１～ 

渡辺 修宏 

自身や家族がちょっと体調不良になる

と、・・・・コロナか！？と、びびりまくってい

た季節が、まもなく過ぎようとしています。 

最近は、自身や家族がちょっと体調不良

になると、・・・ま、また、奴が来たのか？と、

花粉症の季節を感じるようになりました。 
対人援助実践をリブートする 

この一冊  

Ｐ２４６～ 

米津 達也  

この春、学校を卒業する娘が東京に出

ることになった。都会やひとり暮らしの憧

れは痛いほどわかるが、送り出す親の立

場としては複雑極まりない。言いたい小言

や忠告も沢山あるが、それを堪えて消化

不良を起こしそうになる。そんなもやもや

の夜には、団先生の「家族の練習問題９」

を手にしている。何度も繰りながら、親子

の気持ちを消化している。 

 

川下の風景 

Ｐ２３９～ 

高井 裕二  

非常勤先の高等専修学校の卒業式と

勤務する大学の会議が重なってしまい、

調整に難儀しています。高等専修学校の

生徒からは「先生、卒業式に来ないと

か・・・嘘やろ。待ってるで」とプレッシャー

をかけられてます・・・。この号が発刊され

る頃には答えは出ていますが、この 2 週

間は頭を抱えていると思います。 

福祉教育への挑戦 

Ｐ２４４～ 

本間 毅 退院支援研究会 

  本マガジン第 51号で「新潟水俣病問

題」に区切りをつけ、第 52号と 53号は

「多職種協働におけるナラティブの意味」

について述べるつもりで準備を始めてい

た。しかし、12月も末になってから、心理・

ナラティブ関連の出版社「遠見書房」か

ら、本年 3月に開催される「第 11回ナラ

ティブコロキウム」で、「チーム医療とナラ

ティブ」というテーマのワークショップをコー

ディネートするよう依頼があった。まさに

「共時性」と呼ぶべきか。 

錚々たるメンバーの中、ナラティブの専

門家ではない私が担当を仰せつかり驚い

た。でも考えてみれば私のワークショップ

が 3月 10日で、無料で閲覧可能な本マガ

ジン第 52号の発刊が 3月 15日、有料の

「ナラティブコロキウム」全体の見逃し配信

は 3 月 19 日までという微妙なスケジュー

ル。マガジンの読者が研究会に参加する

可能性も考えると、私自身がネタ晴らしを

するわけにはいかないだろう。 

第 52号は休載し、ワークショップでの質

疑応答などを盛り込み、53 号から連載を

再開する我儘を皆様にお許しいただきた

い。 

私は 20 年以上前から退院支援の研究

を続けている。その成果（アウトカムよりプ

ロセスやメソッドに近い）を整形外科やリ

ハビリテーション医療の学会で公表するに

は、意に反する修正を余儀なくされること

があった。2015 年の第 7 回大会（京都）で

の口頭発表と、『対人援助学研究』誌への

投稿で対人援助学会にデビュー、2017 年

に「退院支援研究会」を発足してから、大

げさに聞こえるかも知れないが、心の命じ

るままに研究を続けている。それだけ消

耗も激しいが、考えていた以上に得ること

や会える人が増え本当に幸せである。 

休載 

土元 哲平  

今号は、休載とさせていただきますが、

この 3 ヶ月、TEA 国際集会に海外出張に

と、これまでお会いできなかった多くの方

と語り合える機会がありました。3 月 3 日

からは発達心理学会＠立命館大学！多く

の方と改めて対面でお話できること、楽し

みにしています。 

キャリアと文化の心理学 

休載 

玉村 文   

  11 月に対人援助学マガジンの読書会

に参加させていただきました。テーマは子

育てしながら働く母親たち。それなのにな

ぜか夫婦関係の話題がたくさんでました。
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夫への不満や父親としての役割期待など

も語られていました。夫婦関係と母父関係

って似ているけど違う。どんな風にパート

ナーを認識しているのか、そしてそれをど

のように他者に伝えるのかを考えさせられ

る時間でした。そして、おもちゃ会社ピープ

ルの社員さんもおっしゃっていましたが、

「これからは父親の時代」。子育てや母親

をテーマにすると、父親にも必然的にスポ

ットライトが当たる時代になっているのだ

なと感じました。 

応援 母ちゃん！ 

P２１７～ 

川畑 隆   

「かけだ詩⑫ファイナル」 

「かけだ詩①から⑫まで」で一区切りする

ことにしました。3年間の連載でしたが、 

ホントに時の流れは速いものです。 

 この3年間、所属先から離れ、ちょっと休

んでまた新しい所属ができて、そしてそこ

からも「かけだ詩」と同時に離れます。これ

からの所属は「そだちと臨床研究会」だけ

ですが、「それって何だったっけ？」と言い

出してしまうまで、これは続くだろうと思い

ます。 

 「こんなふうに書けるんだ！」と気づいて

「かけだ詩」を書き始め、その面白さで連

載の辛さもまったく感じずに 3年間を楽しく

走ってきたのですが、ストックがちょっと底

をついてきたし、だから書かなくちゃと気持

ちが高まっても、気がついたら他のことを

してるし…ということでファイナルです。「こ

んなふうにできるんだ！」と思えることが

新しく出てきたら、また載せてもらうことに

します。それがいつになるのかはわかりま

せんが、その時までさようならです。あり

がとうございました。 

かけだ詩 

Ｐ２１２～ 

高名 祐美 

勤務先で出会ったデイサービスの利用

者 H さん、女性６７歳。脳性麻痺のために

車いすで生活し、言葉を発しづらい。そん

な H さんがこれまで書き溜めた詩を一冊

の本にしようと取り組んだ。作成途中、何

度も H さんからは「詩集ができることが今

の楽しみ」という言葉を聴いた。一方で「H

さんの詩集を仕上げる」と自分のデスクに

付箋メモを貼ったが、なかなか仕上げられ

ない。そうだ、期限をきめよう。そう思い、

完成予定を Hさんの誕生日にと決めた。H

さんの了解がえられ、担当のケアマネさん

にも手伝ってもらってようやく誕生日を１日

前にして詩集が完成した。１冊の本となっ

た詩集を前に、H さんは「感謝・感激で胸

がいっぱい」と涙をこぼした。詩集完成は

H さんへの素敵な誕生日プレゼントとなっ

た。 

フリースクールでのSW実践を考える 

P２０６ 

松岡 園子 

 先月、母に洗濯乾燥機を買いました。

母の足腰が弱くなってきたため、これまで

自分でしていた洗濯物干しを負担に感じ

るようでしたが、自分でしたいという気持ち

が強いようでした。使ってみて自分ででき

るところが良かったようで、快適そうです。 

何より、私の気持ちが楽です。 

毎日、今ある環境で生活することが当

たり前になってしまうことが多いのです

が、何かをきっかけに新しいものを取り入

れ、自分や家族を楽にしていくことが大切

だと改めて感じました。 

 

統合失調症を患う母とともに 

生きる子ども 

 Ｐ２０１～ 

杉江 太朗 

児童家庭の領域で働く杉江です。最近、

ニュースなどで、「～が値上がり」と良く聞

きます。とはいっても、スーパーなどでは、

値上がりをしていることを知った状況で買

い物をするため、値段を見て驚くこともなく、

必要だから仕方がないと思って支払いを

しています。しかし、買い物をしたときに値

上がりをしており驚いた場面があります。

それは、神社でお守りを購入した際です。

毎年、担当している子どもに受験生がい

ると、決まった神社で御守りを購入して渡

しています。今回、御守りが、５００円から

７００円に値上がりしていました。ニュース

で、「御守りが値上がりした」とは聞いたこ

とがありません。確かに神社にとっては、

お賽銭を値上げするようにいう訳にはい

かず、収入源であるお賽銭の額も減って

いるのかもしれません。もさらに御守り自

体の運搬料や制作料なども様々な値上げ

の影響で上がっているとすれば、御守りそ

のものの仕入れ値も上がっていると思わ

れます。そう考えると、売値を上げるしか

ありません。そんなことより御利益も増え

ているのでしょうか。 

「余地」-相談業務を楽しむ方法- 

Ｐ１９７～ 

浅田 英輔 

 クルマの運転が好きです。毎朝、１時

間半ほどかけて通勤しています。冬のひ

どいときは２時間を超えることもあります。

2021 年の冬は、1 時間半かけて半分しか

行けず、その先は通行止めになってしまっ

たのでもう 1 時間半かけて帰った、という

こともありました。でも、たくさん降ったあと

の次の日の道路は逆に走りやすかったり

もします。そういう早朝にドライブ（という名

の通勤）をするのも楽しかったりします。南

国の人は、きれいな雪煙などみたことがな

いのかもしれません。寒ければ寒いほど、

細かな雪が舞い上がり視界を遮るのです。

雪はいやだけど、消えてしまうのもさみし

かったりします。乾燥路面もサイコー！ 

臨床のきれはし 

Ｐ９９～ 

三浦 恵子 

 役所からの帰路、少し気になる高齢者に

出会いました。とても寒い日でしたが、彼

女はひょいと自室から出てきたような軽装

でした。私はとっさに徘徊を疑い、まず彼

女の足元を確認しました。しっかりしたス

ニーカーを履いておられました。これが

「つっかけ」ならすぐに声をかけたでしょう

が、まずはこの時点では一定の距離をと

って様子を見ることにしました。歩行は速

度は杖歩行の私に比べしっかりとされて

いたので、一見すると健康のためのウオ

ーキングのようにも見えます。ただ、手に

はバックなども持っておられず、途中で摘

んだと思われる野花が握られていました。

交差点に差し掛かるたびに、何かを探し

ているような御様子でもあり、この時点で、



9 

 

徘徊の可能性を半ば確信しました。 

 ただ、生憎私は怪我の治療中であり、声

をかけた瞬間にふっとしゃがみこまれるな

どの状態となった場合、支え切れる自信

がありませんでした。まず安全第一を考え、

彼女から目を離さないようにして最寄りの

交番に立ち寄り、中にいた職員の方に頼

んで、一緒に声をかけることになりました。

やはり帰り道が分からなくなっていた方だ

った。 

 彼女は暖かな交番で椅子を勧められた

とたんどっと疲れが出た様子でした。御住

所もわからず電話番号などの手掛かりも

ありません。ちょうど私の官舎の近くの交

番だったので、私はいったん自分の部屋

に戻り、羽織る暖かな衣類や汗を拭くタオ

ル、衛生用品を用意持参し、住所地番は

なかなかいえないけれど「小学校の近くの

～」という言葉が出てこられるようになり、

地図などを広げきいてみたりした後、警察

官に引き継ぎました。 

 結果的に、姿が見えなくなった彼女を探

している御家族がおられるという情報が警

察に入り、無事彼女はパトカーで家路に

つき、警察からは用意した衣類やタオル

の返却がありました。 

 この日、私はとても疲れていて、この方

を拝見した時も、一瞬「正常バイアス」（大

丈夫じゃないか？）が働きそうになりまし

た。ただ、この時、かつて 10 年以上実母

の在宅介護をしていた時代、夕暮れ時に

なると私を探して家を出た母を、近所の

方々が探してくださったことを思い出しまし

た。もしこの方が植え込みなどに転倒され

れば、着用されている服の色合いなども

あって人目につきにくく、気温は下がる一

方という状況であり、私は亡き母に背中を

押されるような気持ちで声をかけルに至り

ました。 

 

警察の方が「無事家族のもとに帰られ

ましたよ」という報告とともに預けた衣類を

受け取った後、自身の介護が地域に支え

られていたことなどを色々と思い出し、少

しの気付きや違和感といったものを大切

にしていきたいと改めて感じました。 

更生保護護官署職員 

（認定社会福祉士・認定精神保健福祉士） 

現代社会を『関係性』という 

観点から考える 

Ｐ２２２～ 

迫 共 

年明け、道後温泉に行きました。広島から

は高速船で 1時間ちょっと。海を隔てた隣

県へ。松山城にリフトで上がり、徒歩で下

山。二の丸庭園を散策して愛媛県美術館

へ。「発見された日本の風景」展を見るこ

とができました。江戸から明治にかけて近

代化されていく日本の様子を垣間見られ

る絵が大量に展示されており、モースやビ

ゴーら外国人が見た当時の日本に想像が

ふくらみました。道後温泉本館は改装中で

したが、何度もお湯につかって英気を養い

ました。 

保育と社会福祉を漫画で学ぶ 

P１９３～ 

黒田 長宏 

YouTubeのアップで録画が２ファイル分

になっていたのが気になりだして、１ファイ

ルにしようと思ったがために苦労すること

になった。なんだか欧米の関税の関係

で、ビデオカメラとデジカメを区別するため

の措置でファイル分割があるとか、ＳＤカ

ードをＳＤＸＣカードにすべきだとか、なん

だかなんだかとファイルが分割されてしま

う理由が錯綜しているらしい。結局、録画

装置を変え、（中古で買ったとも言う）追究

をやめて、結合ソフトを採用した。ここに書

くと煩わしくなりすぎる経過は省略せざる

を得ないが、YouTubeの登録者１０００人

突破を本気で目指さないと結婚難も婚期

が大事であり、YouTube も新たな設定を

試みようなどとするとだんだん面倒くさくな

る。２ファイルから１ファイルにしようと思っ

てしまったのも苦労の原因だが、人々の

欲望がドローンを飛ばすことによって頭上

に落下しないことを祈るばかりだ。 

（２０２３年２月１１日） 

ロシアのウクライナ侵攻による原油などの

影響での電気代値上げの話でも書いて出

そうと思って開くと、既に短信を書いてい

たが、全く忘れてしまっていた。しかしなが

ら、それにかこつけて電気代を値上げして

しまう電力会社たちの既得権益と原発利

権というのには、大部分の人々が騙され

ているとしか思えない。私は２０１１年には

福島で反原発運動のデモの先頭で行進し

た人間である。 

１０年ちょっとで利権のほうが勝ってしまう

日本という国にいたら、本文の婚活どころ

か、やる気がなくなるね。政治家どころ

か、庶民側だってろくでもない事件ばかり

だ。 

https://konnankyuujotai.jimdofree.com/ 

あぁ結婚 

Ｐ１７４～ 

尾上 明代 

母親がお世話になっていた理学療法士

の A さんが、勤務先の都合で異動になっ

た。これまで何人もの PT さんにお世話に

なって、何回目かの交代である。A さんは、

本当にテイラーメイド的な対応で、その時

間を有効に、また母に合うようにいろいろ

な工夫をして下さったことに感謝している。

母がお花が好きと聞くと、スマホに花の名

前を当てるアプリを入れてきて、一緒に当

てるゲームをするなど、PT さんのお仕事

イメージとは違うことも取り入れてくれる。

その対応力の高さの秘密を知りたいと、

話を聞くうちに、謎が解けた。 

彼の前職は、ホテルのコンシェルジュだ

ったのだ。もう本当に無理難題をお願いし

てくるお客さんたちの要望に応えてきたの

だという。寝坊して自分の乗る飛行機に、

明らかに間に合わない時間になっている

人の「何が何でも○○行の××便に乗れ

るようにしてくれ！」というリクエストにも対

応したとのこと。また、○○のチケットをと

ってほしい等、依頼内容は普通でも、ホテ

ルをチェックアウトしたあとに、お願いの電

話をかけてくる人もいるらしい。「それが、

一カ月前に泊まっただけの人もいたんで

すよ！」と。ホテルのコンシェルジュをその

ように利用しようとする人の気が知れない

が、よほど彼が頼り甲斐のある人と思った

のだろう。その点は、同意する。 

しかし、なぜその職業を辞めて PT にな

ったのか聞くと、ご家族が皆、医療従事者

で、転職を強く勧められたからとのこと。

「病院の廊下をお年寄りと歩くだけの仕事」

と聞かされ、コンシェルジュより楽だと思っ

たのに、勉強も大変だったし、なかなかハ

ードな仕事だった、と苦笑していた。 

https://konnankyuujotai.jimdofree.com/
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彼の仕事に対する姿勢は、職業がどん

なに変わっても同じなんだなとわかった。 

ドラマセラピーの実践・研究・手法  

Ｐ８０～ 

松村 奈奈子 

行動制限のない冬は久しぶり。どーして

も見たかった流氷を求めて、２月初旬に網

走に。まだ流氷は少なめで、ゴリゴリという

感じでは無かったのですが「おー、これが

流氷か！」と感動しました。 

京都も外国人でごった返してますが、流

氷観光船も外国人でごった返してました。

みんな、流氷をみたいのよねー 

 

精神科医の思うこと 

Ｐ１４６～ 

柳 たかを 

松本零士先生死去の報と思い出 

  2023年 2月 21日(火)の某朝刊一面に

「松本零士さん死去・銀河鉄道 999・宇宙

戦艦ヤマト」という見出し記事が掲載され

た。 

私は縁あって 2005年春から宝塚造形

芸術大学(現・宝塚大学)メディアデザイン

学科マンガ・アニメコースの教員として働

いていました。働き出してまもなく我がマン

ガ・アニメコースに特任教授としてある大

物マンガ家が来られると聞かされました。

名前を聞いてビックリ、「“松本零士”ホント

かなー」と。 

1989年に巨匠・大天才、あの手塚治虫

先生が亡くなられて以来、自分はマンガ

の太陽が沈んだような寂しさを感じていま

した。手塚先生の作品群だけでなく、先生

が関西在住の頃、10代から 20代の手塚

先生がマンガに注いだ情熱と数々のエピ

ソードに魅了され(勝手に)親しみを感じて

きたので、その後に派手に活躍したマンガ

家に対して、実のところ少し覚めた見方を

していたと思います。 

大変失礼なのですが、私は超有名な松

本先生の招聘が成功したのは学部として

はよろこばしいけれど、むろんその作品群

の連載は当時拝見していたし魅了され素

晴らしいと思うけれど実際のご本人がどう

いう方なのか、自分のイメージが先行して

実際にお迎えするのが不安で緊張しまし

た。 

2月の冬休み、大学のラグビー場グラ

ウンドで「松本零士が芸大学生と巨大地

上絵を描く」イベントが企画され、完成した

地上絵をテレビが空撮してニュースとして

も流れました。 

松本先生が長い棒でグラウンドに線を

引きながら歩いて行くあとを学生たちが白

い石灰で線を埋めていく方法で土のグラ

ウンドに銀河鉄道 999のキャラクター・メ

ーテルの横顔を描いていったのでした。 

絵は大きすぎて地上に立つ人間には何が

何だか分からないのですが、空撮で見る

とちゃんと“メーテル”のステキな横顔なの

です。これには驚きました。事前練習もな

くぶっつけ本番でしたから。 

先生は、必要なこと以外はベラベラと喋

られることはなく、誰に対しても節度のあ

る穏やかさで話してくださいました。 

その後の大学ご訪問時の新大阪駅～大

学の送迎は、毎回私が喜んでさせていた

だいたのですが、最初の時に私の態度が

少し先生には疑問に感じられたのか、ボ

ソッと「私は(戦えば)強いんだ！」とつぶや

かれたのです。おそらくその時の私の態

度に違和感を覚えられたのかと思いま

す。 

いやはや今も思い出すと冷や汗が出ま

す。 

ただそれ以後、大学講堂での合同授業や

大学主催のマンガ大賞などではいつも気

持ちよくご協力頂きただただ感謝しかあり

ません。もっと他にも思い出すエピソード

があるのですが、長くなるのでこの辺で、 

松本先生、安らかに、いつか時の輪が

巡り会うところで、またお会い出来ることを

願っております。 

東成区の昭和 思い出ほろほろメモ 

Ｐ１５０～ 

団 遊  

世の中のムード的に「コロナがあけたの

かな」と感じるのは、自身が猛烈に忙しく

なってきたからです。アソブロックの社長を

辞めてから撒いていた種が、芽を出し始

めているということもあるでしょう。一方で、

メンバーに思わぬアクシデントが起こり、リ

スクヘッジが不十分だったことから、出番

が増え過ぎてしまっている事案もあります。

何事も一寸先は闇なのですが、闇に対す

る準備が、少々コロナボケしていたのかも

しれません。 

 そんなわけで、今回も連載はお休みだな、

と思ってファイルを確認していたら、なんと、

昨年のうちに大筋を書いていた原稿が出

てきました。備えあれば患いなし。完全に

忘れていたので、飛び上がって喜び、数カ

月前の自分を褒めてあげたくなりました。 

 今号から「団遊の脱線的経営言論」と称

して、「給料とは何か」「採用とは何か」「売

上にはどう向き合うべきか」など、自分が

実践の中で積み上げてきたものを単元化

してまとめていこうと思います。 

団遊の脱線的経営言論 

P３４～ 

村本 邦子 

  今年度、後半よりにわかに忙しくなり、

次々とやるべき課題に追われている。せ

っせせっせと仕事を片付けても、次から次

へとまた降ってくる。それもこれも、調子に

乗って、あちこち出張を入れているからな

ので自業自得とも言える。今、婦人相談

員のインタビューを重ね、女性支援の物

語を聞いて回っているのだが、これがとて

も面白く考えさせられることが多い。ただし、

どのようにまとめるかはいまだ悩み中。い

ろいろなことを好きでやっているわけだが、

年齢を考えて、自分で自分の首を絞めな

いよう用心しないと。  

周辺からの記憶 ―東日本大震災

家族応援プロジェクトー 

Ｐ１１６～ 

國友 万裕 

京都での生活がいよいよ 40 年になりま

す。僕は最初は受験の直前まで東京に行

く予定でした。それがひょんなことから京
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都に来てしまい、考えてみると数奇な運命

だったのですが、今はすっかり京都での

生活ができあがってきました。中京区で暮

らし始めて、はや 36 年。京都の中心地で

暮らしているので極めて便利です。 

 ただ、僕は漬物が食べれないし、そばに

あるのも無理なくらいの漬物嫌いなんです。

その僕が、京都で暮らすというのは考えて

みれば変な話ですよね笑。 

 

（悪戯です！ 編集長） 

 僕は生まれは九州ですが、九州男児の

イメージじゃないとはいつだって言われま

すし、自分でも思います。九州男児的じゃ

ないのに九州に生まれ、漬物が嫌いなの

に京都で暮らす笑。ステレオタイプから外

れているけど、人間ってステレオティピカ

ルにはいかないです。だからこそ多様性

の時代。 

 60 年近くも生きていると、人間なんて、

一歩踏み込めばみんな変なのだというこ

とはわかってきます。これまで多様性を認

めなかった社会のほうが未成熟だったん

でしょう。 

 もっと遅れて生まれてきたかった！ 

男は痛い！ 

Ｐ８７～ 

西川 友理 

白鳳短期大学で保育者養成に、その他

いくつかの場所で社会福祉士など福祉系

専門職養成・および育成に携わっていま

す。 

今回の記事に書いてある「不適切であ

る」ことと「不適切と言われる」ことに関連

して、「そうである」ことと「そうだと言われ

る（思われている）」の違いってちょっと意

識してしまいます。 

「出来てない」のと「出来てないと思われ

る」では前者はシンプルに落ち込むけど、

後者の方が不利益が多そうで怖い。「出

来ている」のと「出来ていると思われてい

る」では前者は特に何もないですが後者

は何か焦る。「出来ている」のに「出来てい

ないと思われている」のは「理不尽」だと感

じる。実際どうか、ということと他者からど

う見られているか、ということのギャップに

は名状し難い味わい深さがあります。 

「どんな風に思われても構わない 私は

私のやり方ですすむんだ」というのはなん

だかヒーローっぽくてカッコいいですが、

「そうは思いきれない自分がいる」というダ

サい現実についても受け入れて、そんな

わたしも面白いよね、と大事にしてやりた

いなぁと思っています。（多分それは、よく

言えば社会性があるっていうことですよね、

うん。そうだそうだ。そういうことにしておき

ましょう。） 

福祉系対人援助職養成の 

現場から 

Ｐ６１～ 

坂口 伊都 

立命館大学主催のフォスタリング・ソー

シャルワーク専門講座で、里親家庭の体

験を話す機会をいただきました。里父、里

母、里姉それぞれの立場で感じたことを

話しました。 

里姉である娘とは、何回か一緒に話を

する機会がありましたが、今回は、里父も

初参加する形となりました。皆の前で話し

ながら、夫が言葉を詰まらせる場面があり

ました。 

「自分の子どもにしてやったことを里子に

もしてやりたかった。それが、里子にとって

は過剰な刺激になっていたのかも知れな

い」と、声を詰まらせ涙ぐんでいました。 

夫なりに良かれと思ってしていたことが、

今となって思えば、裏目に出てしまったよ

うだと悔やんでいるようでした。皆の前で

話す機会がなければ、夫の気持ちをいつ

までも知らないまま過ごしていたでしょう。

娘と二人で話す時とは違う展開になり、家

族がお互いの気持ちを知る時間となり、

不思議で貴重な体験となりました。貴重な

時間をありがとうございました。 

立場が変わると何が見える  

P１１１～ 

河岸 由里子 

【障がい者枠】発達障がいの困り感は

中々一般の人にわかってもらえない。見

てわかるわけでもないし、人それぞれ困り

感も違う。それでも発達障害者支援法、障

害者差別解消法等ができて、少しは認知

が上がったのかと思いきや、全くダメ。 

ある青年は、自閉症スペクトラム障害を

持っていて、不安が強く、強迫的になりや

すい。そういう人には声掛けが大事である。

障害者枠で、障害を開示して就労したとこ

ろ、一人で放っておかれることや、指示が

あいまいで何をすればよいのかわからな

い中、他の職員から「使えない」「早くしろ」

などと罵声を浴びせられるなどがあって、

どんどん状態が悪化していく。採用担当

者からはいつでも相談してと言われてい

ても、その人が居なかったり、連絡を取っ

ても返事が来なかったりという状況ではど

うにもならない。 

同じく自閉症スペクトラム障害と ADHD

を重ね持つ母子のケースも、母親の方は、

仕事ができるが対人面が苦手で敏感なの

で、気配りは必要。最初は良かったものの、

だんだんぞんざいな扱いになってきて、彼

女自身辛くなり、自殺願望が出てきてしま

った。子どもの方も同じところで働いてい

るが、注意されることが多いからか、どん

どん体重が減っていって、食べてはいる

が太れず、不安定な状況。 

日本の障がい者理解は、まだまだと言

わざるを得ない。障がい者枠で障がい者

を受け入れるなら、その人の特性をしっか

り理解し、その人が困らないように、きめ

細かな支援が必要である。その覚悟、用

意がないなら、受け入れるべきではない。

助成金があり賃金も安く雇えるからと安易

に受け入れられた障がい者は、精神状態

を悪化させ、結局仕事を辞めざるを得なく

なるだろう。これは本人にとっての失敗経

験となってしまう。安い給料でひどい扱い

を受けるのであれば、障がい者枠で働くこ

とは本人の精神状態に対し、この上なく危

険である。理解もないまま受け入れるの

は、障がい者に対するハラスメントだし、

補助金を受け取る詐欺と言えるのではな

いか？障害者雇用をするなら、しっかりと

障害者雇用促進法の合理的配慮を読ん

でほしい。合理的配慮は法的義務である。 

ハローワークを通じて就労しているため、

ハローワークと労働基準監督署にも、話

をしに行かねばならないが、精神的ダメー

ジを受けてしまった彼らにはそれすらもこ

の上なく負担だったりする。障碍者雇用促

進法が出来て６０年（合理的配慮の文言

が入って２年）、発達障害者支援法ができ
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ておよそ２０年、障害者差別解消法が出

来て約１０年、これだけ経っても、社会で

はまだまだ十分理解されているとは言え

ないし、ハラスメントもなくなっていない。

昨今 LGBT-Qについての法案が挙がって

いるが、発達障害については２０年もたっ

ているのに理解されていないのだから、

LGBT-Q が理解されるには何十年かかる

やら・・・。 

公認心理師・臨床心理士・北海道 

かうんせりんぐるうむ かかし 主宰 

ああ、相談業務 

 Ｐ６７～ 

先人の知恵から 

Ｐ１６９～ 

岡崎 正明 

先日テレビを観ていたら、平野レミが生

放送で料理をするという、挑戦的な番組を

していた。 

 すごかった。自由な進行。大雑把…いや、

ダイナミックな作業と、唐突な会話。NHK

のルールも、世間の空気も完全無視。そ

してとにかく本人が心から楽しそうで。予

定調和とか、相手にどう思われるとか、そ

んなのカンケーねえ感じ。 

 そうだよ。フライパンからこぼれた食材を

手で拾って戻したり、焦げた料理を下に隠

したり。それが我々がリアルで接する「料

理」ってもんだよ。面白すぎるぞ。平野レミ。

まだまだテレビには底力があるじゃないか。

これならラジオ同様に生き残るんじゃない

か。 

 

 そんな風に思って観ていたら、さらに驚

かされた。平野レミの番組が終わると、次

はなんと伝説の家政婦、タサン志麻の料

理番組が始まったのだ！落ち着いた雰囲

気と、素朴でオシャレで、かといって肩ひじ

張らないタサン志麻の生き方と料理の

数々。ひと口に料理家といっても、これほ

どの振れ幅があるとは。多様性に圧巻だ。

この番組編成は、明らかに「料理家のオ

ープンダイアローグ」狙い。ハーモニーで

はなく、ポリフォニーを見せつけるもので

はないか！（考えすぎ？） 

 やるじゃねえか NHK。心の中でそうつぶ

やいた。 

役場の対人援助論 

Ｐ９４～ 

大谷 多加志 

 Twitterで流れてきて、目にとまったニュ

ースが「秋田県の 1 年間の出生数が 4 千

人を割り込んだ」というもの（2023 年 2 月

の月報による推計値でしたが）。秋田県の

人口は約 90 万人。毎年 1 万人以上人口

が減少している県であるとはいえ、ひとつ

の県の年間出生数が４千人に届かないと

は…と衝撃を受けました。大規模な大学

では、年間入学者数が 7-8 千人に及ぶこ

ともあります。もちろん、現在の 18 歳人口

と出生数には年代の開きがあることは承

知ですが、数字で示されることで人口減少

のすさまじさを改めて実感しました。 

一方、現在住んでいる京都市は昨年、

人口減少日本一を記録しました。背景に

あるのは住宅価格の急騰で、ウクライナ

侵攻なども影響して建築資材が高騰する

中、市内より地価の安い周辺の市町村に

人口が流出しているようです。経済は人

の手でコントロールできるものではないと

はいえ、経済に人の暮らしが振り回されて

いるように見えるのは、何とも辛く感じます。 

 とは言え、まずは自分の手の届く範囲か

らできることを重ねるしかありません。以

前、就職について少しだけサポートした修

了生が、無事来年から正規採用になると

報告に来てくれました。またご縁があって

実習先で就職することになった学生もいま

した。今の所属になって 2 年。力不足を感

じる場面ばかりですが、何か少しでもご縁

をつなげたかなと感じる出来事があるの

は本当にうれしい限りです。 

発達検査と対人援助学 

Ｐ１０１～ 

馬渡 徳子 

  昨年 9月末、無事に大学院を卒業でき

た。この経験は何にもかえがたいものとな

った。 

 指導教官やゼミ生の仲間から、自分自

身の文章の特徴を、厳しくご指摘頂いたこ

とは、手話通訳養成課程時にも「一文が

長い」と同じことを言われていたなあと、ふ

りかえることとなった。 

 現在は、次年度の関連学会において、

内容を絞っての研究発表と学会誌への論

文投稿を目指して研究を継続している。 

 コロナ禍において、研究対象が自己免

疫疾患患者さんであることから、研究デザ

インを何度も変更せざるを得なくなったが、

快く研究協力を下さった患者さん方に報

いるためにも、患者会の全国理事としても、

やり遂げたいと思う。                                                                             

馬渡の眼 

P１４９ 

団 士郎 

 やると決めたからしている事なのだが、

それにしても、やり慣れない準備は苦労

だ。先ほど(2/27)は、ホノルル展に出すマ

ンガ掛軸を発送する国際郵便 EMSの伝

票を書くのに長時間かかってしまった。な

のに現在、遅れが出ているので、到着の

予定日は明言できないと言われた。NYの

時は三日で着きますと言われてその通り

だったのに。（結果的には 3月 5日には到

着） 

英語版「木陰の物語」の掛軸が活動す

るのは久々。2015年にはじめてＮＹのギャ

ラリーで、その後、上海、台北、多賀城で

も展示した英語版。ソウルでは一作、ハン

グル版を。蘇州では中国語版四作品が展

示される機会があった。 

 「木陰の物語」を描き始めた 2000 年頃、

こんな未来になるなんて思いもしなかった。 

 振り返ってみると、こうなりたいと思って

為したことは私の人生にはごく僅かな気

がする。面白そうだと思うことを続けてい

たらこうなっただけで、たいていのことの

今の結果を目指した記憶はない。もっとも

世間は、こんな選択は少数派で、誰もが

目標に向かって・・・みたいにいう。そして

そうでないものは怠け者のように言う。 

でもそれって世の中に蔓延する欲望に

洗脳されているだけな気がする。私が怠

け者なわけはないだろうから、異なる動機

づけが存在することに近年、思い至った。

分かりやす過ぎる目標は、達成すると、す

ぐに次の目標を探さなければならなくなる。

ゆっくりと自分は何がしたいのだろうと思
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案したり、まさかこんな幸運に遭遇すると

は・・・なんて時間が持てるのが長寿社会

の利点だ。 

晩年 D･A･N通信③ 

Ｐ４３～ 

鶴谷 主一 

  対人援助学マガジンに記事が蓄えら

れてきて、ほんとに時々ではありますが、

「対人援助マガジンの○○の記事を見た

けど、ちょっと聞きたい･･･」というお電話を

いただくことがあります。ずいぶん前に書

いた記事だと今は変化していることもあり、

その都度お伝えしたりしています。 

幼児教育現場の方や、関連のある方が、

読んで頂いてなにかしらヒントにして頂け

るのはありがたいなあ、と感じますし、園

内の資料としても活用できています。 

継続していくって“力”が溜まるんだな、

ということを実感するこの頃です。 

原町幼稚園 http://www.haramachi-ki.jp 

メール office@haramachi-ki.jp 

インスタ haramachi.k 

ツイッター haramachikinder 

幼稚園の現場から 

Ｐ５７～ 

水野 スウ 

今年はここ北陸も、雪が多く寒さ厳しい

冬だったけど、雪がとけ、土が見えてきた

庭ではリュウキンカが早くも金色の花を咲

かせています。 

「紅茶の時間」は 40年目にはいりました。

コロナの時期からさらにはやらず、静かな

紅茶がもう当たり前。それでも今年の冬か

ら春にかけてはなぜか遠方からの、お初

に見えるひとが多いです。今号に登場す

るのは神奈川県のひと。その翌週は九州

からのひと。その翌週、3月最初の水曜日

には、大阪からはじめてのひとをお迎えし

ます。 

 いついつの紅茶、あいてますか、誰が行

ってもいいんですか、などと連絡もらった

時は、毎週あいてます、どうぞどうぞ、きっ

と貸切よ、といつもお伝えする。だけどふ

たを開けると、たいてい途中から誰かはい

ってきて、遠くからのひと、来慣れている

ひと、私たち夫婦、一期一会の共演者に

よる、シナリオなしのドラマがそこに展開し

ていきます。遠くからきた人には、貸切紅

茶とまぜこぜ紅茶、一度に２種類味わえて、

それもまたこの空間のおもしろいところか

な。 

 初対面同士の紅茶。語りあう中で思い

がけないシンクロ発見！って、しょっちゅう

あるある。マガジン今号では、外からもた

らされた「消費」「期待」「対話」といったワ

ードから、あらためて紅茶を見つめ直して

気づいたこと、綴ってみました。 

きもちは言葉をさがしている 

P８０～ 

脇野 千惠 

最近「性教育」への関心が高まっている。

思春期保健相談士として中学校への出前

性教育に出向いたり、大人向けの研修に

招かれることが多くなった。学校現場での

「性教育」は遅々と進んでいない状況があ

る。なぜ？と問われることがある。もともと

日本の教育での「性教育」というと、とても

狭く捉えられがちで、保健体育の授業で

の「二次性徴」だけと思う人も多い。今、人

権を基盤とした人との関係性の学びであ

る「包括的性教育」という言葉を広めてい

る。心理の人達も「性の多様性」の悩み相

談をうけることが多いらしく、「包括的性教

育を子どもたちに！」という声をあげてい

る。福祉分野の人達なども。今まであった

だろう「性と生」の課題を、オープンに語れ

る社会になってきたということだろうか。２

０年程前の性教育バッシングから、ようや

くの感がある。これが一時のブームに終

わらないでほしい。さて様々なところでの

声をどう繋げていくのか？道は長いが、包

括的性教育がどの学校でも実践されるよ

うに、もう少し頑張ろうと思う。 

こころ日記「ぼちぼち」 

Ｐ２０４～ 

中村 正 

４回生たちの卒業旅行に出かけた。と

いっても旅行というのではなく、社会人直

前教育と位置づけ、スタディーツアーとし

た。京都から伊勢志摩へでかけた。大学

院の後期課程に三重ダルクの責任者が

所属している。「志摩ラボ（賢島）」という素

敵な研修と保養のための施設だ。 

 

ここは私の出身地でもある。卒業研究で

は社会病理と自分の関係付けを重視した

ので、社会の課題と個人の課題を統合す

るようにみんな素晴らしい研究をしてくれ

た。そのセルフ・アファーメーションの意味

もあり、ダルクのメンバーと交流させてい

ただいた。アディクションについての理解

を深めることはこれから社会人としていろ

んなところで活躍していく際に必要だし、

偏見と差別をなくしていくためにも大切だ

と思ったのでお世話になった。社会人とし

ての入り口に立つことへのエールもいた

だいた。なんといってもパワースポットが

多いところだ。自然のなかで育った私の故

郷体験と重ねて楽しめた二日間だった。こ

うした流れに身を任せる。2 年前とは異な

る大人になっている若い人たちとの関わり

からエナジーをもらう。また 4 月には新し

い若人がやってくる。 

臨床社会学の方法 

P２３～ 

千葉 晃央 

次回の対人援助学会第 15回大会は広

島大会。その打ち合わせのために、広島

の学会員で大会を支えてくださる方々に

会いに広島へ。 

まずは行きたかった広島の宇品に。「う

じな」は読んでいた『暁の宇品－陸軍船舶

司令官たちのヒロシマ』堀川恵子（講談

社）、この本の舞台。私の祖父は満州で行

軍中に溺れそうなくらい深い沼を渡るとき

に、肺に不衛生な水が浸入。それ以来、

肺病のような症状が治まらず結核という

話もあった。そうして満州で傷つき、満州

から広島の宇品港に移送。広島陸軍病院

で療養し、その後秋田陸軍病院に送られ

た。もし、そのままいたら 1945年 8月 6日。

もし傷つかず従軍していたら、その後陸軍

歩兵十七連隊は満州からフィリピン、ルソ

ン島にいき、大変な局面に遭遇していた。

結果的にはいかず。祖父がいた広島陸軍

病院はどのあたりなのか？昔から知りた

http://www.haramachi-ki.jp/
mailto:office@haramachi-ki.jp
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かった。広島駅から広島電鉄で宇品二丁

目で下車、広島市郷土資料館できいた。

あの日、陸軍病院はすっかり吹き飛ばさ

れたことを知る。スタッフの方が本を出し

て教えてくれた。凄まじい。そして、学会、

広島大会をするためには 8月 6日以外の

広島も知りたかった。この資料館は元陸

軍缶詰工場を改築している被爆建物。爆

風で歪んだ屋根の骨組みもそのまま残し、

今に伝えている。カルビーも、アヲハタも、

筆も、干潟も、イカフライがなぜ名産なの

か？など、広島の様々な側面を知ること

ができた。 

 マガジン執筆の仲間の岡崎さんと合流し、

人と人、人と社会、広島と世界をつなげる

ソーシャルブックカフェハチドリ舎さんを訪

問。さまざまな社会問題もテーマに活動さ

れている姿が熱い。その後、被爆建物の

保存で揺れた元陸軍の倉庫なども見なが

ら呉へ。潜水艦桟橋には 7 艇の潜水艦。

これも日本の姿。伺った潜水艦に乗艇す

る自衛官の家族の暮らしも興味深い。と

びしま海道ではミカン畑とレモン畑の段々

畑と島と島をつなぐ橋の景色、その橋と島

が繋がる横に連絡船の景色が素晴らしい。

「よみがえる新日本紀行」で見た段々畑の

暮らし、連絡船のある暮らし、山田洋次監

督作品『故郷』に描かれた景色も思い出さ

れた。そして映画「ももへの手紙」の舞台と

なった汐待の港、御手洗では素晴らしい

街並みに圧倒された。 

 

 翌日は広島大会のみなさんと打ち合わ

せ。その後、平和の軸線と呼ばれる、映画

「ドライブ・マイ・カー」にも描かれた原爆ド

ームと原爆戦没者慰霊碑、広島平和記念

資料館を結ぶ南北の線へ。広島サミットを

控えその線を取り入れた様々な都市計画

が進んでいるそう。これも「ドライブ・マイ・

カー」に登場した資源ごみ処理施設、中工

場へ。ここは軸線が建物内を貫くことを思

想的に意図している仕掛け。元環境局内

福祉施設勤務の私にとって、資源の活か

し方を考える、市民の安全を願う思いなど

は同根。つなぐことに納得。日常の極みと

非日常の極み。忌み嫌われる施設がロケ

地で聖地でもあり、休日に各地から人々

が訪れているのは意図がなせるわざ。そ

して会場として、お世話になるマガジン執

筆仲間の迫さんの案内で比治山大学様

へ。設備等を見せていただく。 

 みなさん、広島大会で会いましょう！足

を運ぶ、時間を共有するからこそ、経験、

体験、学習できることがあります！お楽し

みに！ 

家族支援と対人援助  ちばっち 

chibachi@f2.dion.ne.jp 

090-9277-5049 

障害者福祉援助論 

Ｐ１８～ 

篠原 ユキオ 

創り手の想い 

若い頃から映画を見るのが好きだった。

封切られた話題作はいち早く観に行き自

分なりに感想を書いていた。近年は劇場

に出かける事はなくなったが今でも年間に

100本以上の映画 DVD を観る。主に邦画

である。古いものは戦後間もない頃のも

のから最近のものまで、時代劇、現代劇

取り混ぜて監督や役者の顔ぶれを見なが

らチョイスする。基本的にホラーとバイオ

レンスは観ない。この歳になると不快感が

残るものは避けるようになった。絵につい

ても同じで自分が描く作品も含めて不快

なものは避ける。お金を払ってわざわざ嫌

な気分になりたくはないからである。 

そんな中、最近はなかなか『当たり！』と

思える映画に出会わない。 

見始めて 10 分ほどで見るのをやめてしま

うものも多くなった。設定に対する違和感、

役者の下手さ、セリフの不自然さなど色々

突っ込みどころが重なると耐えられなくな

るのだ。 

そんなつまらない作品を作っている時、作

り手はどういう風に感じているのだろうとよ

く思う。映画は沢山の有能なスタッフが集

まって作り上げる総合芸術だが、演者もス

タッフも制作の途中で明らかにつまらない

と思われる映画に携わっている事へのジ

レンマはどう昇華されていくのだろうと思う。 

その点、絵描きは自由である。つまらない

と思ったらすぐに破り捨てれば良い。残念

な事に映画も建築も途中でやめてしまう

事はできない。そしてその恥ずかしい作品

はずっと残る。 

そんなことを考えると常に自分の描く物に

は誠実に向き合わなければと思う。 

 

HITOKOMART 

Ｐ２２１～ 

山下 桂永子 

3 年前の今頃は、教育現場は突然の臨

時休業に大混乱の日々でした。災害時以

外につくことのない職場のテレビで、臨時

休業を伝える首相会見を呆然と見たこと

が昨日のことのようによみがえります。 

3 年前は、対話がこれほど難しく、対話

がこれほど大切なものなのだとは思いもし

なかったなと感じます。コミュニケーション

は言葉のやりとりではなく、気持ちのやり

とりなのだと気づかされた 3年間でした。 

やりとりですから、気持ちを受け取るだけ

ではなく、伝えることも重要なのだなと最

近思うようになりましたが、これがとても難

しい。最小限の言葉と最大限の工夫で、

伝えることがもっと上手になりたいな、伝

えることがもっと楽しくなればいいのになと

思うこの頃です。まだまだ未熟な表現力で

すが読んでいただければ幸いです。 

心理コーディネーターになるために 

Ｐ１５８～ 

小林 茂 

 ２０２２年度より勤務先の学科長兼教

務員長となった。これが意外とやることが

多く、毎日時間に追われる日々となった。

任期はあと１年。もう１年はがんばらない

といけないのだが、自分を取り巻く世界が

mailto:chibachi@f2.dion.ne.jp
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何かシンクロしているのか、会議や締め

切りが集中している。 

今回も、何を書くか頭の中を整理する

間もなく、つらつらと書く始末。じっくりと構

想を練って、調べて物書きをしたい心境で

す。 

対人支援点描 

Ｐ１０５～ 

中島 弘美 

12月と 2月に開催された対人援助学会

の研究会に zoom参加した。第 28回大谷

先生『検査と対人援助学』を楽しみにして

いたところ、当日の夜インターネットが不

安定で、とぎれとぎれにしか聞き取れず、

大変残念だった。悲しい。第 29 回中鹿先

生の『実践と研究を交差させる！実践現

場を科学する！』は、ネット状況は安定し

ていた。ほっとする。日頃の実践場面では、

研究という視点から遠く離れている。しか

し、今回、話をうかがうと、「実践を報告し、

発信し、さらなる発展を求めることが義務

である」という。素敵な刺激をプレゼントし

ていただいたと思う。 

カウンセリングのお作法 

Ｐ４０～ 

藤 信子 

週に 3 日ほど、妙心寺へ散歩に出かける。

我が家から妙心寺の北門→参道→南門、

そしてわが家へという道筋が 30 分かかる

ので、丁度良いコースになっている。いつ

もはあまり観光客を見かけないけれど、こ

のひと月くらいは、「京の冬の旅」に、塔頭

の２つが入っているらしく、それらしいパン

フレットを持った人を見かける。この「冬の

旅」は、日ごろは公開しないところを見せ

るらしい。「よその襖を見て何が面白いの

だろう」とは言わないが、寄っているようで

は、日課の散歩にならない。妙心寺は塔

頭の並び方がすっきりと整っていて、静か

な佇まいで歩くのにとても良い。ここを歩

けるから転居はしたくないと思うくらい。 

 

解放の心理学へ 

Ｐ３７ 

竹中 尚文 

私は 12 月に PC をハッキングされまし

た。気分の悪いことでした。修理をする間、

一ヶ月近く、PC を使えませんでした。その

情報を共有したいと思って、以下に記しま

す。 

ハッキングされていると気づいたときに

は手遅れでした。すぐにインターネット接

続を切り、電源を切りました。またクレジッ

トカードの会社に電話をして、クレジットカ

ードを止めてもらいました。PC の専門業

者に持ち込んで診断と修理をお願いしま

した。専門業者から PC を返還していただ

いて、データの流失はないだろうということ

でした。私はデータを PC には置かずに有

料クラウドに保存していました。多くのファ

イルには PW をかけていましたので、情報

が流出することはなかったようです。 

参考までに私が遭遇したハッキングと

専門業者から教えてもらったその対策を

記しておきます。 

＊ 

①いきなりPC画面に「ウィルスに感染して

います」と警告が出ます。それはネットを

閲覧している時や、メールの送受信をして

いるときだそうです。この警告表示は、ウ

ェブサイトの画面やメールの画面とはまっ

たく異なる緊急性を伺わせる画面でした。

私の場合は緊急音声が出ませんでしたが、

緊急音声と伴うことも多いそうです。この

警告画面は、マイクロソフトやセキュリティ

ソフトの業者名で表示されます。偽物の表

示です。 

②あわてて画面に表示された電話番号に

電話をしてはいけません。私はマイクロソ

フトだと信じて電話をしてしまいました。そ

してハッキングされました。 

③画面にどんな警告がでようとも慌てては

いけません。その段階では PCはハッキン

グもされていませんし、ウィルス感染もし

ていません。だから警告画面を消してしま

えばいいのです。 

④警告画面の消し方は、右上の「×」印が

ありませんから、「Alt」キーと「F4」キーを

同時に押します。何度警告を出されても、

根気よく消すことです。 

路上生活者の個人史 

Ｐ８５～ 

寺田 弘志  

「酔っぱらって風呂の扉を壊してしまっ

た。俺は DVをしているらしい」と息子から

連絡があったのが、去年の１２月。すぐに

断酒会に入ることや、アンガーマネジメン

トを学ぶことを息子に勧めました。   

 断酒会はすぐ見つかったのですが、アン

ガーマネジメントはどこで学ぶのがいいか

わからず、本誌に執筆を勧めてくださった

中島弘美さんにどこか良い所をご存知な

いですかとたずねてみました。     

 中島さんからは丁寧なお返事があり、ア

サーションもいいと思いますよと教えてくだ

さいました。早速、本を２冊買って息子と

読み始めたのですが、時すでに遅く、今は

離婚調停の準備に追われています。 

 はじめは酒を飲んだ息子が悪いのだろ

うと、「子どももお金も相手にあげなさい」

と叱ってしまいました。しかし、よくよく聞い

てみると、息子は相手とその両親から相

当なモラハラを受けてきた結果、酒を飲ま

ざるを得ないような精神状態に追い込ま

れていたことがわかりました。  

「風呂の扉を壊し、怖がらせたことは DV

だ」と、子どもを連れ去られた状態で、こん

こんと言われ続けて洗脳され、自分のした

ことが DVでしたと自白してしまいました。 

 お酒に走るような人は、普段は大人しく

優しいことがよくあるそうです。自分を抑え

込んでストレスをためてしまい、お酒を飲

んだりすると感情が抑えられなくなるよう

です。   

 息子はとても優しい子です。いじめは絶

対にしたらいけないと厳しくしつけました。

小学校で短文を作る授業があり「お父さん

はいじめがきらいです」と書いていました。 

参観日に家内がそれを「お父さんはいじ

めるからきらいです」と聞き間違え、私も

聞き間違いを信じてしまい、「父さんがど

んないじめをした？」と問い詰めたことが
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ありました。後で聞き間違いとわかり、息

子に謝りました。  

 中学校で仲間の一人が空き地で物を燃

やしてボヤになりました。息子が火をつけ

たわけではないのですが、友達をとめな

かったことを叱り、息子と二人で空き地の

近所に謝りに行きました。近所の方は許し

てくださったのですが、息子には空き地の

草刈りをさせました。そんなことをしたのは

我が家だけだったそうで、そこまでしなくて

もと家内にたしなめられました。 

 その後火をつけた友達が自殺しました。

原因が何かはわかりません。その友達の

母親は、私の息子のせいでその子が自殺

したと言いふらして回りました。それを知っ

た妻と私は、その母親に抗議しようとしま

した。でも息子は「自分の息子が死んでつ

らいんや。俺の悪口を言って、気が少しで

も晴れるなら、言わせてあげて」と私たち

の抗議を止めました。 

 成人式には、その母親に友達の遺影を

借りに行って、胸に抱いて参列しました。 

そんな優しい息子が DVなどするわけが

ありません。 

 どうしてはじめから信じてやれなかった

のか悔やまれます。相手の申立てへの抗

議を親子で考えている間も、息子は相手

をかばうようなことを言うので、親子げん

かになることがしばしばありました。ようや

く息子がポツリポツリと話してくれた相手

側のモラハラを拾い集めて、反論する文

書を作りました。明日それを弁護士の先

生にお渡しして調停に臨んでいただきま

す。 

２月２２日は最悪の日でした。 

 相手側から申立書が届きました。子ども

二人の親権、養育費、財産分与さらに慰

謝料３００万円を請求するとありました。怒

りで一睡もできなくなりました。そして、翌

日、とても悲しい知らせが届きました。 

続きは本文に書きます。  

 接骨院に心理学を入れてみた 

Ｐ１８２～ 

山口 洋典 

コロナ禍もいよいよ収まりの兆しと見え

て、徐々に対面での交流や関係づくりの

場が増えてきました。1月末の久留米大学

での講演の他、2 月には東京都足立区の

文教大学での対面での学会、その他にも

滋賀県草津市の市民総合交流センターで

の講演など、いくつかお役をいただいてい

ます。マスク越しであっても、生身の反応

が得られると、語りかける上でのリズムや

テンポが整う気がしています。今後、2023

年 5月には感染症法での 5類に位置づけ

を変えるとのことで、マスクを外しての対

面が増えていくことでしょう。 

 そうした中、いよいよ海外への渡航の予

定が入るようになりました。3 月にはアメリ

カ合衆国のインディアナポリスに、サービ

ス・ラーニングに関するインタビュー調査

などで訪問します。ちなみに、本誌での連

載の名称を「PBL の風と土」としながらも、

このところは PBL についての言及が少な

いことが気がかりだったのですが、先日の

50 号を機に本誌での連載を終了されたサ

トウタツヤ先生が 3 月にデンマーク・オー

ルボー大学に立命館大学総合心理学部

の学生と共に訪問されるようで、その橋渡

しのために久々に 2017年度に現地でやり

とりしたスタッフの皆さんとやりとりを重ね、

新たな情報を得ることができました。次号

以降、サトウ先生が現地で触れた PBL の

風や土の内容も、何らかの形で紹介させ

ていただければと願っています。 

 
ＰＢＬの風と土 

Ｐ１７６～ 

見野 大介 

気付いたら、もう２月も終わろうとしてい

る。怒涛の展示会ラッシュの幕開けとなる

３月に入る前に、確定申告を済ますことが

出来たことにより、物凄く気持ちが楽にな

っている。今までは期限ギリギリだったの

で、これからは２月中に余裕をもって確定

申告を終わらせようと決意したものの、果

たして来年も出来るかどうか…。 

ハチドリの器 

P４ 

荒木 晃子 

昨春、科研プログラムが終了し、同時

期、年金受給が始まった。計画通りであ

る。研究期間中、研究実務者＆事務局と

して 3年半務め、共著による研究成果物

の出版も果たした。これもまた、計画通

り。やっと自由な時間を取り戻した・・と思

った矢先、コロナ感染が判明。薬剤アレル

ギーの体に、やむにやまれず、カロナー

ルとロキソニンの服用を続けた結果、無

事、陰性を確認。その後、服薬が原因の

帯状疱疹を伴う体調不良に見舞われた。

弱り目に祟り目とはこういうことを言うのだ

と、改めて感心。同時に、予想外の出来

事を続けて経験し、何事も計画通りには

いかなものだと実感する。晴れて自分の

時間を取り戻したら、あれもやりたい、ここ

に行きたいとウキウキしていた矢先の出

来事だった。もしかすると、まだ休むな！

ということなのかしら？ああ、わたしの人

生ケセラセラだわ。 
生殖医療と家族援助 

P７２～ 

工藤 芳幸 

 先日、第 25回言語聴覚士国家試験が

終わりました。概ねどこの大学でも国試形

式の模擬試験を実施しています。その他

諸々の国試対策を行うのが常ですが、私

は個別指導を随分と請け負ってきました。

私の場合は一緒に問題を解いたり知識を

説明してもらったりするスタイルですが、そ

うしていると専門用語ではなく、基本的な

語彙が不足している学生たちがいること

に気づきます。ことばの意味について説

明することもあれば、調べてもらうというこ

ともするのですが、調べることに慣れてい

ない学生も少なくはないのです。ネット検

索でも上手くいかない。まともに試験勉強

というものをしたことがないという学生もい

ます。ST養成課程は一般の大学に比べ

るとカリキュラムが目一杯。臨床実習は

480時間。この量をこなせないとなかなか

卒業や国試合格までには到達しない。読

むものも覚えるものも大量にあります。理

解できないままの試験勉強はただ書き写

しているのと変わりありません。義務教育

のプログラミングも大学で盛んに取り入れ

られているデータサイエンスも意味がない

とは言いませんが・・・読んで理解するこ

と、聞いて理解すること、言語でまとめ上

げること、そのための基礎的な力を取りこ

ぼしてしまって大学まで来て、大きな壁に

当たっている。ここに至るさまざまな背景

がありそうです。 
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みちくさ言語療法 

休載 

劉強 

 最近、以前より忙しくなっていました。

大学院での研究活動をしながら、就職活

動を行いました。幸い、就職できて 4 月か

ら社会人として働きます。今後、研究課題

に関する文章だけではなく、仕事で思った

ことも書けたらいいな、と思っています。 

中国のセクシャル マイノリティ支援 

P２５４～ 

原田 孝  

 教師は子どもたちへの対応がメインの

仕事なのですが、子どもたちを健全に、し

かも効果的に育つことを支援するために

は、家庭の協力が必要となります。保護

者さんとの連携・協力があれば子どもたち

の抱える課題の解決に速やかに向かうこ

とができます。保護者さんとの信頼関係を

作る第一歩は、クラスで持たれる個人懇

談会ではないでしょうか。初めてのこの面

談で、保護者さんとの信頼を構築する一

つの方法を今回は考えてみました。参考

にしていただければ嬉しいです。   

先生のための 16のことば 

Ｐ274 

小池 英梨子 

執筆者短信を【飼い主さん募集中の保

護猫さん紹介】にしてみました。 

おぼん・こぼん兄弟。ちょっと人見知りで

すが、遊ぶのが大好きな可愛い兄弟です。 

関西圏内で里親さん募集中です～。 

https://nekokaramesen.com/satooyabosy

utyu/ 

そうだ、猫に聞いてみよう 

P１６１～ 

 

古川 秀明 

新しい講演会＆ライブの形を模索して

います。いくつかの会場で試していますが、

今のところ好評です。常に新しいものを生

み出して行こうとする姿勢を忘れないよう

にしたいです。だけどそんなことができる

のも、呼んでくださる皆さまがおられるから

です。その有難さも忘れずに日々精進を

重ねて参ります。今回も読んでいただき、

ありがとうございました。 

講演会＆ライブな日々 

Ｐ１３８～ 

安發 明子 

フランスの在宅教育支援ソーシャルワ

ークについての漫画『ターラの夢に見た家

族生活』の日本語版出版を目指しクラファ

ンで関心のある方を集めている。 

支援者と子どもと家族を漫画で見ることで、

具体的な支援者の動き、言葉遣い、距離

感を知ることができることが魅力だ。子ど

もたちのためにできることを議論する機会、

当たり前を見直す機会になること、日本に

生まれてよかったと全ての子どもに思って

もらえる社会になるよう議論が広がってい

くことを願う。 

前進するためにカルチャーショックもたま

にはあっていいのではないだろうか、私は

他のやり方を知ることで元気がでる。 

ソーシャルワークについて描いたものが

世の中に増え、ソーシャルワークが素敵

な仕事だと広く認知されてほしい。 

フランスでは現在 3巻まで発売されている

が、今回はまとめて 1 冊にして出版する。

一晩では読みきれない分量と余韻になる

はずだ。読みたい人が集まらないと出版

できないため、支援をお願いいたします。 

 

https://greenfunding.jp/thousan

dsofbooks/projects/6908 

フランスのソーシャルワーク 

P２２５～ 

中村 周平 

編集長の団先生、皆様、自身の体調不

良のため今回の投稿は休ませていただき

ます。 

自律神経からくるめまいが頻繫し、思う

ように日常生活を送ることができませんで

した。5 月の投稿はぜひチャレンジさせて

いただきます。休みが多く誠に申し訳あり

ません。 

ノーサイド 

休載 

(お大事に。復活を祈ります！編集長) 

 

https://greenfunding.jp/thousandsofbooks/projects/6908
https://greenfunding.jp/thousandsofbooks/projects/6908

